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まざまな叡智が必要になるのが現場である9） 。

また、 インパクトの定量化可能な政策にのみ

研究が集中し、 19 70年代までの開発経済学が

中心課題としていた開発戦略に関する有益な

提言を出すことに、 近年の開発経済学は成功

していないという批判もある 10） 。

5 イタリアで考える

本稿をイタリアで書いている。 トスカ ー ナ

地方の古い修道院を改修したオリー プ畑の中

の研修施設で、 開発経済学の国際会議に参加

している。 トスカ ー ナを中心とする北イタリ

アに関しては、 14世紀初頭から600年以上を

カバ ー する 1人当たり実質GDPの超長期時

系列が推計されている（Malanima2011）。 こ

れによると、 北イタリアの生活水準は、 ルネ

サンスの始まった14世紀にはイギリス ・ オラ

ンダのほぼ2倍だ
、
ったが、 5世紀ほどの長期

低迷を経て、 19世紀後半には両国の2分のl

になっていた。

とはいえ19世紀後半にはイタリアでも近代

経済成長が本格化し、 現在の先進国としての

同国経済につながっている。 一見のどかな田

園風景に見えても、 農業技術も農家の生活も

ヨ ー ロッパ基準の先進国レベルなどがイタリ

ア農業である。 他方、 ルネサンスからの歴史

建造物や文化遺産が生活に深い彩りを添えて

いる。

途上国の多くが近代経済成長を達成するた

めにしのぎを削る中、 生活水準を測ることの

難しさ、 超長期の視野の重要性を感じさせら

れている。 昨年、 山形辰史氏との共著『開発

経済学』の増補改訂版（黒崎 ・ 山形2017） を

刊行したが、 その母体となった本誌での連載

「開発経済学：ミクロ的アプロー チ」からほぼ

15年経つての改訂作業で
、あった。 改訂の際に

は、 プログラム評価やRCTなどの細かな新規

項目を追加するのに追われてしまったことを

少し反省している。

注

1 ）したがって戦前日本の途上国としての経験は、 現代途

上国の開発にさまざまな含意を持つ。 本特集の有本論文

(pp.37-42）参照。

2 )  ICRISAT は Intern白tional Crops Research Institute for 
the Semi-Arid Tropics （国際半乾燥熱帯作物研究所）の

略で、 本部はインドにある。

3 )  RCTについては、 本特集の鼎談（pp.8-21）も参照。

4 ）実験的手法の開発経済学での役割については、 本特集

の庄司論文（pp.43-47）も参照。

5 ）新たなタイプのデ ー タ利用については、 本特集の山崎

論文（pp.26-31）も参照。

6）このような「侵攻j を非経済学者がどうとらえるかの
一例については、本特集の鼎談における佐藤氏（社会学）

の発言を参照。

7 ) インドのICRISAT調査の農民を対象に、 リスク選好を

測る実験が実施されたのが1970年代末、 時間選好を測る

実験が実施されたのが1989年である。 参加者に真剣に回

答する誘因を与えるため、 選択は仮想的でなく、 経済的

に意味のある額の利得が実際に支払われた。

8）実務家としてこの貢献をどうとらえるかの一例につい

ては、 本特集の鼎談における青柳氏 の発言を参照。

9 ）具体例としての穀物増産技術について、 本特集の中野

論文（pp.32-36）参照。

10）この点についても本特集の中野論文を参照されたい。
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